
　

法定受託   □ そ

８

の他
今後の方向性 □ 

月

縮小　□ 改善 。
（改

　

善措置等）□ 休止　

５

□ 終了
計画対象 ■ 

日

実施計画査定対象  

概

□ 行政改革対象 
□

施

 廃止　　　　 

※決

策

算額については、端数

名

処理により、他資料の

子

決算額と差異が生じて

育

いる場合もあります。

て 基本目標 健康で福祉が充実したまち

要 施策の目的 安心して出産や育児ができる環境と、子も親も地域でともに育つ環境をつくること。

施策の方向 発達や生活などに困りごとのある子どもや家庭への支援

児童発達支援事業所の保護者の満足度は90％を超え、計画を上回ることができた。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 子どもたちや保護者への支援を充実させ、発達に配慮が必要な家庭に貢献できる事業所運営を継続したい。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

発達支援相談事業 令和　２年度 令和　３年度 令和
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　３年度 令和　４年度

頁

令和　２年度 令和　３

令

年度 令和　３年度 令和

和

　４年度
活動指標名 単

 

位
実績 計画 実績 計画 決

3

算 当初予算 決算 当初予

年

算
全体事業概要

①
親子

度

教室　開催回数 回 30

　

182 30
発達や成長

　

に関して配慮が必要な

事

方に切れ目のない支
援

務

を行うことを目的に早

事

期発見・早期療育の観

業

点から 0 50,962

評

44,913 52,7

価

14
学齢期までの相談

表

対応や親子教室を開催

（

する。
②児童発達支援

個

事業所「にこパル」で

票

は子どもの自立や
社会

）

参加ができるように支

課

援を行う。 令和　５年

名

度の優先度

③1 　□ 

社

Ａ　　　 □ Ｂ　　

会

　 □ Ｃ　　　 □

福

 Ｄ　

親子教室を計1

祉

82回開催した。参加

部

する1組の親子が年間

・

30回参加できるよう

福

計画したが、コロナ禍

祉

により他の施
■ 計画

事

どおり   
令和　３

務

年度 設が事業実施を控

所

えた影響で、支援先を

発

求める全ての参加希望

達

者を受け入れるため開

支

催方法を変更した。
□

援

 遅延       

課

  
の評価

□ 進展な

作

し     

■ 維持

成

　□ 拡大 発達に配慮

日

が必要な子どもは増加

令

傾向にあるため、必要

和

な方が教室に参加でき

　

るよう引き続き事業を

４

継続したい
事業区分 □

年

 自治事務   □ 


